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　　　　第65回全国大会に向けて

　　　

東京都公立高等学校教頭・副校長協会 会長
東京大会運営委員長

村田　聖士

令和８年度の全国高等学校教頭・副校長会総
会及び研究協議大会で、全国の教頭先生、副校
長先生方を東京都にお迎えできることを、心よ
りうれしく思っております。昨年度、第 64 回全
国大会を主管された北海道高等学校教頭 ･ 副校
長会の皆様には、温かなおもてなしと行き届い
た運営により、全国の教頭・副校長にとって大
変実り多い大会を実現していただきました。東
京都といたしましても、その想いと歩みを大切
に受け継ぎ、心を込めて第 65 回東京大会の準
備を進めております。

近年、高等学校教育を取り巻く環境は、かつ
てない速度で変化しています。ICT や生成 AI の
活用、高等学校 DX 加速化推進事業（DX ハイス
クール）の進展により、生徒の学び方や教員の
働き方は新たな局面を迎えています。

東京都では、令和 6 年 3 月に「東京都教育ビ
ジョン（第 5 次）」を策定しました。本ビジョン
は、令和 6（2024）年度から令和 10 年度（2028）
年度までの 5 年間で、東京都教育委員会として
取り組むべき基本的な方針と、その達成に向け
た施策展開の方向性を示した「教育振興基本計
画」（教育基本法第 17 条第 2 項）として策定さ
れたものです。

東京都の目指す教育として「誰一人取り残さ
ず、すべての子供が将来への希望を持って、自
ら伸び、育つ教育」とし、令和 8 年度の重点事
項として（1）「教育改革の加速化」（2）「多様化
する児童・生徒への的確な対応」（3）「教職員の
働き方改革・学校対応力の強化」を挙げています。
「教育改革の加速化」の具体的な取組としては、

①「都立高校の魅力向上」②「新たな教育のス
タイルの実施」③「グローバル人材の育成」④「デ
ジタルを活用した学び」等を示しています。

また、「多様化する児童・生徒への的確な対応」

について、①中学校における不登校生徒の指導
体制の充実、②都立高校における不登校の生徒
の指導体制の充実、③特別支援教育の充実、④
日本語初期指導等の充実に言及しています。

そして「教職員の働き方改革・学校対応力の
強化」では、①公立中学校における部活動の拠
点化の取組の展開、②外部人材を活用した教員
サポートの充実、③学校と家庭・地域とのより
良好な関係づくり、④外部委託・デジタル化等
で業務改善をさらに推進するとしています。

このような中で都立高校は「新たな教育のス
タイル」を実践していかなければなりません。

私たち教頭・副校長は、こうした変化の中に
あっても、一人一人の生徒に寄り添い、温かな学
校づくりを進めていくことが求められています。

第 65 回東京大会の統一主題は、「自ら未来を
切り拓くイノベーション人材を育む高校教育の
推進 ―全ての子供たちへのよりよい教育を支え
る教師力・学校力の充実を目指して―」です。
本大会では、急速に変化する社会の中で、生徒
が自ら考え、他者と協働しながら未来を切り拓
いていく力を育むために、学校管理職としてど
のような役割を果たすべきかを、全国の仲間と
ともに語り合いたいと考えています。

今次大会は、令和 8 年 8 月 5 日（水）から 7
日（金）までの 3 日間、国立オリンピック記念
青少年総合センターを会場として開催します。
大会二日目には、サイエンス作家の竹内 薫氏に
よる講演を予定しているほか、都立高等学校の
生徒による歓迎公演も企画しております。学び
と感動を分かち合えるひとときとなるよう、運営
委員一同、心を一つにして取り組んでおります。

全国各地からお越しになる教頭・副校長の皆
様には、本大会へのご参加を通して、日頃の実
践や悩み、思いを率直に語り合い、新たな気づ
きや繋がりを得ていただければ幸いです。そし
て、東京という多様な人・文化・教育が交わる
地で、交流の輪をさらに広げていただけること
を願っております。

皆様をお迎えできる日を、東京都の副校長一
同、心より楽しみにしております。

（東京都立南平高等学校　副校長）
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第 65 回全国高等学校教頭・副校長会総会及び研究協議大会 開催要項 

１ 目 的     全国高等学校教頭・副校長の連携を図るとともに、高等学校教育の諸課題について研究協議を行い、
時代の進展に即応する教頭・副校長としての資質の向上と高等学校教育の充実を図る。 

２ 主 催 全国高等学校教頭・副校長会 
３ 主 管 東京都公立高等学校副校長協会 
４ 後 援 文部科学省、東京都教育委員会、 

 全国高等学校長協会、東京都公立高等学校長協会 
公益財団法人 日本教育公務員弘済会東京支部 

５ 期 日 令和８年８月５日(水)～８月７日(金)「初日(８月５日)は全国役員・理事のみ」 

６ 日 程 

期日 

時間 
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12:30 13:00 14:00 14:30 15:30 16:00 17:00 
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昼食 
休憩  

歓迎
公演
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休憩 
移動 
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8/7 
(金) 
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付 分科会② 

12:00   13:00  13:30        15:00  15:30                        17:30  
 

9:00     9:30                       11:30    

 

   
会 議 名 会 場 住 所 電 話 

全国研究部会・講演 

全国理事研究協議会 

国立オリンピック記念青少年総合センター 

全国研究部会 (センター棟研修室404) 
全国理事研究協議会(センター棟研修室416)

〒151-0052 

東京都渋谷区代々木神園町3-1 
03-3469-2525 

開会式・講話・総会 
講演・分科会 

国立オリンピック記念青少年総合センター 

開会式･講話･総会 カルチャー棟大ホール

第1分科会 カルチャー棟小ホール 
第2分科会 センター棟研修室417 
第3分科会  センター棟研修室101 

〒151-0052 

東京都渋谷区代々木神園町3-1 
 

 03-3469-2525 

 

８ 統一主題  「自ら未来を切り拓くイノベーション人材を育む高校教育の推進」 

～全ての子供たちへのよりよい教育を支える教師力・学校力の充実を目指して～ 

９ 講  話  文部科学省初等中等教育局(予定) 

演題 「教育課程の基準の改訂について」(仮題) 

10 講  演   8 月 5 日（水） 昭和女子大学総長・ 

公益財団法人東京都教育支援機構理事長  坂東 眞理子 氏 

演題 「教頭・副校長への期待 －チーム高校のコーディネーターとして－」 

8 月 6 日（木） サイエンス作家 竹内 薫 氏 

演題 「AI と共存する未来 ～今存在しない職業に就く子ども達に必要な教育とは～」 

11 分科会  第１分科会 
管理運営研究(教頭・副校長の職務内容と管理運営上の諸課題) 

研究発表：北海道・東京・岐阜(東海)・徳島(四国)・誌上発表(福井) 

指導助言：東京都公立高等学校長協会(予定) 

第２分科会 

高校教育研究(高等学校の教育課程と学習指導に関する諸課題) 

研究発表：東京・兵庫(近畿)・岡山(中国)・鹿児島(九州)・誌上発表(新潟) 

指導助言：東京都公立高等学校長協会(予定) 

７ 会 場 
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第３分科会 

生徒指導研究(生徒指導・進路指導・特別活動に関する諸課題) 

研究発表：福島（東北）・群馬(関東)・東京・石川(北信越)・誌上発表(長野) 

指導助言：東京都公立高等学校長協会(予定) 

12 歓迎公演    東京都立深沢高等学校 和太鼓部 

13 大会申込金 会員１人：8,000 円(参加費 4,000 円 資料代 4,000 円) 

14 大会参加  ※申込は、次のＵＲＬまたは二次元コードより期日までにお願いします。 

         ＵＲＬ https://sec.tobutoptours.co.jp/web/evt/65kyouto/ 

申込方法    申込締切 令和８年６月２４日（水） 
(1)申込みは、原則として個人でお願いします。 
(2)参加申込後、大会に出席できない場合でも、資料代及び参加費等の払い戻しはいたしません。 

その際、大会終了後に資料を送付します。 
(3)参加申込とともに資料代及び参加費等の納入をお願いします。 
(4)全国研究部会、第 2 回全国理事研究協議会(第１日目・8月 5日)の案内は、別途全国事務局 

より全国理事の皆様にご案内いたします。 

15 大会参加申込・宿泊等問い合わせ先 

 

 

 

 

16 大会に関する問い合わせ先 

東京大会運営委員会事務局  東京都公立高等学校副校長協会事務局 

〒113-0034  東京都文京区湯島 1-5-28 ナーベルお茶の水 205 
事務局次長  福田 洋三  TEL:03-5840-6104  FAX:03-5840-6108 

Mail:info@tokyo-fukukouchou.jp 

 

第６５回全国大会の分科会研究発表 

 順 発 表 者 発 表 主 題 

第
１
分
科
会 

1 東京都 藤井 ゆき （千歳丘） 「東京型教育モデル」の実現に向けた副校⻑のリーダーシップ 
2 徳島県 吉田 和美（池 田） 地域を教室に、⽣徒を未来の創り⼿に〜⼈⼝減少地域における公⽴⾼校としての取組〜 
3 北海道 國村 光二 （帯広南商業） 「南商ブランド」の継承 〜本校の教育⼒と組織⼒を⽣かした学校運営を通して〜 
4 岐阜県 道下 亜紀子（飛騨特別支援） 児童⽣徒が地域で⽣き⽣きと自分らしく⽣活していくために 

誌上 福井県 清水 徹弘（羽 水） 令和７年度 教育目標の検討 〜「ＵＳＵＩ７」の再考に係る取組について〜 

第
２
分
科
科
会 

1 兵庫県 髙瀨 直⼈・中尾 浩 
（豊岡・豊岡総合） 

兵庫県但馬地域における⽣徒のふるさと意識及び各校の特色ある取組 〜ふるさと意識調
査及び各校の取組から⾒えるもの〜 

2 東京都 ⼤⻄ 祐輔（府 中） 都⽴⾼校全日制・定時制課程における「不登校⽣徒への通信教育や遠隔授業等を利用した
単位認定の制度」に関する実態調査 

3 岡山県 吉田 裕幸（勝山・蒜山校地） 地域社会と共に歩む⾼校教育 〜未来を拓く連携のカタチ〜 
4 鹿児島県 相良 敏夫（伊集院） 伊⾼ Renova t ion  〜鹿児島県⽴伊集院⾼等学校の取組〜 

誌上 新潟県 
冨 樫 亮  （新 潟） 
德永美智子（⻑岡商業） 
上村 正子  （加 茂） 

アントレプレナーシップの視点に基づく探究型学習の充実 
―主体性・課題解決⼒の育成を目指して― 

第
３
分
科
会 

1 東京都 竹内 康憲（本 所） 「総合的な探究の時間」を効果的に運用するための組織体制 

2 群馬県 ⻑岡 将之（前 橋 南） 「自ら考え、判断し、行動する」⽣徒を育む学校文化の創造 
〜「ＳＡＨ事業」3 年間の実践と管理職の役割〜 

3 福島県 
志賀 光博 
( あぶくま柏鵬 小野校舎) 

「個別支援教育を基盤とした『対話と信頼』による⽣徒指導」 
〜『ふくしまならでは』のすべての⽣徒の社会的自⽴を支える学校づくり〜 

4 石川県 板坂 純理（金沢二水） 伝統の継承と主体性・自⼰有用感の向上をめざして〜奉仕・協働・支援でつなぐ伝統と学び〜 

誌上 ⻑野県 三木 舞子（松本県ケ丘） 探究を実践しつづける縣陵⼈を育てるために 〜⽣徒のウェルビーイングを実現するた
めの支援体制づくり〜 

 

【お問い合わせ先(受託販売)】 
東武トップツアーズ(株) 京葉支店 

〒271-0091 千葉県松戸市本町１８－４ NBF 松戸ビル６F 
MAIL：65kyouto@tobutoptours.co.jp    TEL:050-9001-8742   FAX:047-366-9211 
受付時間：平日 9 時 30 分～17 時 30 分 
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ます。だからこそ、学校が子供たちの学びと育
ちを確かに支え、将来への希望を育むことの意
義は、益々大きくなっていると感じられます。

東京大会の統一主題は、「自ら未来を切り拓
くイノベーション人材を育む高校教育の推進　
～全ての子供たちへのよりよい教育を支える教
師力・学校力の充実を目指して～」であります。
私たちは、この主題を、日々の学校経営・授業
改善・生徒支援への実践と結び付け、確かな成
果として積み上げていく必要があります。その
際、東京都の「東京都教育施策大綱」に示され
た東京の目指す教育「誰一人取り残さず、すべ
ての子供が将来への希望を持って自ら伸び、育
つ教育」の実現に向けた３つの学び「子供の意
欲を引き出す学び」「社会全体の力を生かした学
び」「ICT の活用による学び」の推進は、東京大
会の主題とも親和性が高く、全国の実践交流を
深める上での確かな拠り所となるものと存じま
す。

全国大会の目的は、本会の会員である教頭・
副校長の連携を一層深めるとともに、諸課題に
ついて研究協議を行い、私たちの資質向上と高
等学校教育の充実を図ることにあります。校務
ご多用の折とは存じますが、ぜひこの東京に全
国各地の会員の皆様が集い、多数ご参加くださ
いますようお願い申し上げます。

重ねまして、村田聖士大会運営委員長をはじ
め、東京都公立高等学校副校長協会の会員並び
に事務局の皆様には大変お世話になります。

今後とも、教頭・副校長の皆様にはご健康に
留意され、校長の皆様、各教育委員会の皆様に
は、引き続きご理解とご支援を賜りますようお
願い申し上げ、会長挨拶といたします。

（東京都立千早高等学校　副校長）

東京大会に向けて

会長　松井　章朗

令和８年度がスタートして早３か月が過ぎよ
うとしております。年度の節目に当たり、一言
ご挨拶申し上げます。

昨年は、山林火災、地震災害やクマによる獣
害などが相次ぎました。被害に遭われた方々、
ならびに関係者の皆様に心よりお見舞い申し上
げます。

さて、現行学習指導要領の実施にあたり、全
国の高等学校では「個別最適な学び」と「協働
的な学び」の一体的な充実に向けた取組が進ん
でおります。東京都においても、端末・クラウ
ド等の活用が日常化する中、教育データの利活
用や生成 AI の教育・校務での活用に向けた取組
が加速化しております。こうした変化は学習指
導のみならず、校務運営・人材育成の在り方に
も直結するものであり、教頭・副校長には、校
長のリーダーシップを補佐しつつ、組織として
確実に前進させる中核的役割が一層求められま
す。

一方で、授業料等の支援拡充を背景に、公私
間の競争が強まる中、公立高校には地域・生徒
の実態に根差した魅力づくりがこれまで以上に
求められております。また、働き方改革の推進
は不可欠であるものの、学校の総合的教育力（マ
ンパワー）の確保・維持という観点では、なお
課題が山積しております。私たちは、どのよう
な状況にあっても、笑顔を忘れず、学校の教育
力を高め続けるという矜持をもって、現場を支
えてまいりたいと存じます。

さて、本年８月５日（水）から８月７日（金）
にかけて、東京都渋谷区の国立オリンピック記
念青少年総合センターにおいて、東京都公立高
等学校副校長協会が主管となり、第 65 回全国
高等学校教頭・副校長会総会及び研究協議大会

（東京大会）を開催いたします。開催に向けて準
備に腐心されている東京都の皆様に、心から感
謝申し上げます。

東京は、江戸時代以降、政治・文化の中心地
として、多様な人々と文化が交わる都市であり、
変化の速度が大きい社会課題の最前線でもあり
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りました。
全国高等学校教頭・副校長会では総務部長と

して研究協議会の議長を務め、各地区から寄せ
られる意見を取りまとめる中で、地域差と共通
課題の双方を強く感じました。人材育成、危機
管理、働き方改革、ICT 活用は、全国共通の重
要課題であり、教頭・副校長の役割の大きさを
再認識いたしました。また、研究協議会では参
加された方々との親睦を深め、都道府県情報交
換会では、栃木県が他県から学ぶべき情報を収
集することができ、大きな成果となりました。
こうした交流は、単なる情報交換にとどまらず、
互いの学校文化を理解し合う貴重な学びの場と
もなりました。

勤務校では、生徒主体の学びを重視し、地域
と連携した探究活動やキャリア教育を推進して
まいりました。全国の教頭・副校長の方々のご
協力により、先進校視察を実施できたことは、
相互理解を深め、自校の教育活動を見つめ直す
貴重な機会となりました。OECD の「Education 
2030」の理念にも通じる学びの在り方を、現場
でどのように具現化するかを考える契機ともな
り、学校としての方向性を再確認する時間とも
なりました。

この一年を振り返り、教頭・副校長の職務は
決して一人で完結するものではなく、多くの関
係者との連携の中で成り立つことを改めて実感
いたしました。互いに支え合い、学び合う関係
こそが、学校の安定運営と教育の質の向上につ
ながるものと確信しております。

結びにあたり、会長及び総務副部長をはじめ
とする全国の役員の皆様、並びに事務局長及び次
長、そして全国の会員の皆様、日頃よりご支援
を賜るすべての関係者の皆様に、心より感謝申
し上げます。本年度の経験を今後の学校運営に
生かし、教育の更なる充実に努めてまいります。

（栃木県立足利南高等学校　教頭）

2025年 8月　北海道大会にて

「つながりが育む学び」
　

前全国副会長
前全国総務部長

栃木県立学校教頭会
会長　岡本　英雄

私は、令和 7 年度に栃木県立学校教頭会長に
指名されるとともに、全国高等学校教頭・副校
長会の副会長及び総務部長を務めることとなり
ました。一年間の活動を通して、全国の多くの
教頭・副校長の皆様と交流し、学び合う中で、
本職の責務の重さと意義の深さを改めて実感す
る貴重な機会となりました。

近年、教育界では「ウェルビーイング」や「学
びの共同体」さらに「生成 AI の活用」など学
校運営を取り巻く環境が大きく変化しておりま
す。そのような潮流の中で、教頭という職は、
学校の理念を日々の実践へとつなぐ「要の役割」
を担う存在であることを強く感じております。
「教頭」と聞くと、文学作品などに描かれる

ように、事務的で距離のある管理職という印象
を抱かれることもあります。私自身もかつては
そのようなイメージを持っておりました。しか
し、実際に職務に携わる中で、教頭は決して表
に立つ存在ではないものの、「学校現場を支える
実務責任者」として、「学校の安定運営」を担う
キーパーソンであることを痛感しております。
教育学者ジョン・デューイが「教育とは生活の
再組織である」と述べたように、学校の日常を
支え続ける営みこそが、未来の学びを形づくる
基盤となります。教職員の連携を促し、行政や
保護者、地域との調整を行う役割は多岐にわた
り、その一つ一つの積み重ねが、学校全体の安
定を支えていることを日々実感しております。

栃木県立学校教頭会長としては、県内各校の
連携強化と情報共有の充実に努めてまいりまし
た。働き方改革、ICT 活用、地域連携、生成 AI
の教育的活用など、全国的に議論が進むテーマ
も増えております。そうした中で、互いの実践
を共有し合うことは、新たな視点や解決の糸口
を見いだす貴重な機会となりました。また、教
育行政との対話を重ねることで、現場の声を的
確に反映した学校運営の実現に向けた取組も進
めてまいりました。さらに、県内外の教頭同士
が率直に語り合える場を設けたことで、学校規
模や地域性を超えた共通課題の把握にもつなが



全国高等学校教頭・副校長会会報（6） 令和 8 年 6 月 30 日

の理念がなければ、その船はただ海上に漂うだ
けに終わってしまう。私はこの一年、イーロン・
マスクの既成概念を覆す変革の哲学や、松下幸
之助の「素直な心」に根差した経営観、そして
トヨタ自動車が体現する「現地現物」と改善の
思想に触れながら、学校経営の核心を模索し続
けた。

彼ら卓越した経営者が示すのは、崇高な理念
を掲げるだけでなく、それをいかに日々の些細
な実践へと落とし込み、組織全体の文化として
定着させるかという、「理念の実践化」のプロセ
スである。学校現場における経営理念とは何か。
それをどう具現化すれば、教職員が誇りを持っ
て主体的に行動し、生徒が可能性を広げる場を、
主体性をもって生み出せるのか。私は、この１
年間を転換点として、単なる「調整役」として
の教頭から、理念を語り、変革を促す「経営の
参謀」としての教頭への変容を歩み始めた。

振り返れば、この一年は自己を再定義する時
間であった。組織の構造を知り、全国という広
い視野で教育行政の最前線に触れ、先人たちの、
さらには現在活躍されている経営者の経営哲学
を血肉とする。そのすべてが、これからの私の
教頭としての歩みの礎となる。

結びに、この一年間、未熟な私を支え、導い
てくださった全国の教頭・副校長先生方、なら
びに関係者の皆様に心よりの感謝を申し上げた
い。皆様との出会いと、分かち合った時間は、
私にとって何よりの財産となった。全国各地で
日々、複雑多様化する学校経営の最前線で奮闘
されている先生方に敬意を表するとともに、共
に高め合い、日本の教育をより強固なものとし
ていくための仲間として、これからも精進を重
ねていく所存である。

教頭という立場は、時に孤独と重圧に押しつ
ぶされそうになることもある。しかし、私たち
が担う「未来を育てる組織」という役割は、何
物にも代えがたく尊い。この１年で得た知見を、
学校経営へと還元し、より良き教育環境の実現
に向けて、全国の皆様と共に歩んでいきたい。

最後になるが、全国の皆様のさらなるご健勝
と、各校のご発展を心よりお祈り申し上げ、私
の寄稿とさせていただく。

（栃木県立栃木高等学校　教頭）

「管理」と「経営」

前管理運営研究委員会委員長
栃木県立栃木高等学校

教頭　須藤　優

昨年度、私は全国高等学校教頭・副校長会の
管理運営研究委員会委員長という大任を仰せつ
かった。時を同じくして、栃木県高等学校長会
の事務局長という重責も担うこととなり、教頭
職２年目という若輩の身にとっては、まさに荒
波の中へ漕ぎ出すような１年であった。しかし、
この２つの役割を同時期に務めたことは、組織
の構造と力学を学び、組織管理の要諦を肌で感
じる、またとない研鑽の機会となった。

１年を通じて、ナーベルお茶の水で開催され
た３回の全国総務部会へ足を運んだ。細やかな
配慮と実務能力の高さを兼ね備えた事務局の皆
様との出会い、全国から集う高い管理能力と知
見、経験を持った理事の先生方との出会いは私
に深い感銘をもたらした。特に松井会長をはじ
めとする諸先輩方の、学校運営に対する深い洞
察と揺るぎない信念に触れ、学校組織の舵取り
の一端を担うべき身として、得難い示唆を得る
ことができた。個々の事案への対応に追われが
ちな日々の校務の先にある、「組織を、いかな
る未来へ、どう導くか」という大局的な視座を、
私はこの場所で学んだ。

この学びが実践の場として試されたのが「第
64 回全国高等学校教頭・副校長会総会及び研
究協議大会北海道大会」であった。私はありが
たいことに、「第 1 分科会の議長」として登壇
する機会をいただいた。全国規模の研究大会と
いう巨大な組織が、いかにして意思統一を図り、
円滑に運営されていくのか。その過程を内側か
ら目撃し、自らがその組織の一部として関与で
きたことは、私の教頭としての職務遂行能力を
高める糧となった。何百、何千という関係者の
叡智を束ね、１つの方向へ導くリーダーシップ
の本質を、北海道の地で肌身を通して理解する
ことができた。

これらの経験を経て、私は改めて「学校組織
の管理運営」と「学校経営」を峻別して考える
必要性を痛感した。日々の校務を円滑に回す「管
理運営」は、学校という船を安定させる不可欠
なエンジンである。しかし、明確な「学校経営」
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研修会、４回の研究発表を実施しました。研修
会は、６月に政府・文部科学省の審議会委員を
歴任なされた東京大学名誉教授の小川正人氏を
講師に迎え、「教職員のストレスマネジメントと
学校の健康経営」と題し、山梨県の学校衛生管
理体制の整備・運用と安全衛生活動の現状、課
題などについてご講演いただきました。８月に
は山梨英和大学教授、臨床心理学専攻長、心理
臨床センター長 小林真理子氏から「ＳＣ・ＳＳ
Ｗとの連携にあたり管理職としての考え方や対
応について」と題して、制度の経緯や管理職が
集団を俯瞰して関わることの重要性についてご
示唆をいただきました。いずれも勤務校の実態
を踏まえ課題を認識し、今後の対応を検討する
有意義な研修となりました。また、韮崎工業高
校、甲府西高校、やまびこ支援学校、富士河口
湖高校からは、各校の特色や課題について研究
発表を行っていただきました。

さらに本年度は 11 月 14 日 ( 金 ) に山梨県立
図書館において、「令和７年度関東地区高等学校
教頭・副校長会研究協議会山梨大会」を開催し
ました。「持続的で共生的な幸福にあふれ、地
域・社会の創り手となる人材の育成」をテーマ
として開催したこの大会はご来賓を含め 105 名
の皆様にご参加いただきました。午前の講演会
では山梨大学教育学域准教授の三井一希様より

「次期 GIGA スクール構想と教育 DX の未来に向
けて」と題して講演をいただきました。午後の
研究協議では４都県（埼玉・東京・栃木・群馬）
の発表が行われました。本大会が会員の皆様の
ご協力により、準備から当日の運営に至るまで
滞りなく実施できましたことに深く感謝申し上
げます。

令和８年度の人事異動により山梨県立ひばり
が丘高等学校の副校長を拝命し着任しました。
本校は、創立 20 年を超えた、富士吉田市にあ
る昼夜二部制の普通科・情報経理課からなる定
時制高校です。地域の特産品である「吉田のう
どん」を教育課程の中に位置づけ、全国的にも
有名な「うどん部」の活動内容を学ぶことで地
域理解と実践的な学習活動を推進しています。

昨年度各地域の先生方から得られた知見を本
校の発展に注力していきたいと考えております。

結びにあたり、玉井篤様はじめとする、事務
局の皆様、松井章朗会長はじめとする全国の役
員の皆様、山梨県高等学校教頭・副校長会の大
木賢一会長・坂本容崇幹事長・早川あかね副会
長には、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

（山梨県立ひばりが丘高等学校　副校長）

「縁の大切さ」

前全国生徒指導研究委員長
山梨県高等学校教頭・副校長会

前副会長　伊藤　伸一

私は、令和 7 年度山梨県高等学校教頭・副校
長会、副会長を務めさせていただきました。同
時に全国高等学校教頭・副校長会の総務部会、
生徒指導研究部における研究委員長の役職をお
引き受けすることになりました。全国総務部会・
全国理事研究協議会に参加して、その都度、教
頭・副校長が抱える課題やその課題に対する対
応の仕方が地域ごとに違うことに驚きを感じる
ことがありました。また、情報共有したことを
持ち帰って、勤務校に還元できるご教示をたく
さんいただきました。ご協力いただきました役
員の皆様や全国の教頭・副校長先生方にはまず
もって感謝申し上げます。

６月、11 月の全国理事研究協議会や、７、８
月の全国大会（北海道大会）は大会当日に地震
の発生により、来場できない方がいる中、全国
から多くの会員の皆様が一堂に会して盛大に開
催されました。また、総務部会や理事研究協議
会、研究協議大会、研究部会等を通じ、学校現
場や国・県全体の課題に対し全国の教頭・副校
長先生方の取組を学ぶことができました。全国
の動向を知る機会を得たことは私にとって 大変
有益なものでした。今後も本会の活動が現場の
教頭 ・副校長先生方にとって有意義なものとな
ることを願っておりま す。

さて、山梨県教育振興基本計画の基本理念は
「主体的に学び 他者と協働し 豊かな未来を拓
く やまなしの人づくり」であり、誰もが教育の
機会にアクセスできる環境整備を重視していま
す。主要な戦略として、「未来を生きる力」「可
能性の伸長」「教育 DX」「教育環境の整備」の
４つの目標を掲げ、子供主体の授業への転換、
教育データの利活用、教員の働き方改革を三位
一体で推進しています。特に、教員の時間外勤
務削減と、子供と向き合う時間の確保が最優先
課題です。教育 DX による個別最適な学びの実
現と、教員の働き方改革による教育の質の向上
を同時に達成することで、持続可能な教育環境
を構築することが目指されています。

山梨県高等学校教頭・副校長会は本年度 40
校 67 名の会員で構成され、年７回の連絡会議

（参集開催４回、オンライン開催３回）、２回の



全国高等学校教頭・副校長会会報（8） 令和 8 年 6 月 30 日

4 月 22 日に春季総会並びに研究協議会、11 月
25 日に臨時総会と秋季研究協議会を開催いたし
ました。秋季研究協議会時の臨時総会では、前
会長から引き継いだ会則改正を控え、不安な気
持ちで臨みましたが、改正案が承認された際に
は安堵いたしました。

臨時総会後の研究協議会では、県高等学校長
協会会長・県教育委員会の先生方を指導助言者
としてお迎えし、学習指導部会と生徒指導部会
の研究発表を行い、御講評をいただきました。
また、県内中学校で主幹教諭として生徒指導や
学校運営の中核を担いながら、レインボー千葉
の会事務局長としても御活躍されている永井恵
様をお招きし、「学校現場における性的マイノ
リティへの配慮と支援～人権課題としての理解
と対応～」と題して御講演いただきました。性
的マイノリティについて耳にする機会は増えた
ものの、教える側の知識やスキル、学ぶ側の人
権意識といった準備が十分かどうかが重要であ
り、私たち自身が常に学び続ける姿勢の大切さ
についてお話しいただきました。多様性が求め
られる学校現場で働く上で大きな示唆をいただ
き、現場の先生方に広く浸透していくことを期
待しています。

全国教頭・副校長会事務局長の玉井様、次長
の福田様には大変お世話になりました。心より
感謝申し上げます。また、千葉県の会長として、
手探りの中で他の先生方のお知恵をいただきな
がら活動したこの 1 年は、忙しくも充実し、私
の教員生活の中でも特に学びの多い、印象深い
1 年となりました。このような貴重な経験をさ
せていただき、誠にありがとうございました。

（千葉県立千葉女子高等学校　教頭）

令和7年度を振り返って

前会計監査
千葉県高等学校教頭・副校長協会

前会長　金内　佳子

令和 7 年度、千葉県高等学校教頭・副校長協
会会長を務めました。また、全国高等学校教頭・
副校長会では会計監査として監査業務にあたる
とともに、本部役員として本部役員会、全国総
務部会、全国理事研究協議会等に出席する機会
をいただきました。これらの会議で全国の先生
方と情報交換できたことは、私にとって大変貴
重な経験となりました。

7 月 31 日・8 月 1 日に札幌市教育文化会館
で開催された全国教頭・副校長会総会及び研究
協議大会（北海道大会）は、30 日にカムチャッ
カ半島沖で発生した地震に伴う津波の影響で交
通機関が乱れました。飛行機が空港に到着し携
帯電話の電源を入れた途端、警告音があちらこ
ちらで鳴り響き、機内が騒然としたことを思い
出します。参加者の中には遅れての参加や参加
できなかった先生方もいらっしゃいましたが、
それでも 500 名近い先生方が参加されました。
準備にあたられた北海道の教頭・副校長の先生
方の、北海道への深い思いが感じられる大会で
あったと思います。私事ではありますが、高校
時代の同級生で、共に教育実習を行った友人と
会場で再会し、旧交を温めることもできました。

11 月 14 日には山梨県立図書館を会場に、「持
続的で共生的な幸福にあふれ、地域・社会の創
り手となる人材の育成」をテーマに関東大会が
開催され、関東地区から 100 名を超える先生方
が参加しました。埼玉県、東京都、栃木県、群
馬県の発表は、自校と地域の課題を関連づけた
興味深い内容でした。山梨大学教育学域准教授・
三井一希様による「次期 GIGA スクール構想と
教育 DX の未来に向けて」の御講演では、急速
に変化する ICT を教育にどのように取り入れ、
その効果をどう高めていくかについて示唆に富
むお話をいただきました。

千葉県高等学校教頭・副校長協会では、例年
どおり令和 7 年度も本部役員会を 5 回、常任理
事・研究部長会議を 3 回開催しました。また、
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令和 7 年度地区研究協議会 研究発表

令和７年度　北海道高等学校教頭・副校長会　
第２回研究協議会
（11月14日 ホテルライフォート札幌）
〔講演〕
・「地域と歩む持続可能な教育の実現をめざして」

北海道教育庁十勝教育局主幹　合浦英則 様
・「副校長・教頭に伝えたいこと」
　～私が歩んだ教育の道とこれからの学校作り～

北海道高等学校長協会会長　佐賀　聡　様
〔研究協議〕（パネルディスカッション）
　テーマ：「学校ＤＸと北海道の教育」
　パネリスト：札幌東高校 副校長 髙橋昌宏
　　　　　　　有朋高校 副校長 　入澤幸博
　　　　　　　ニセコ高校 教頭　 高井　央
　　　　　　　野幌高校 教頭　　 小笠原清陽
　助言者：ＮＰＯほっかいどうがく推進フォー

ラム理事長　新保　元康　様

第４１回東北六県高等学校教頭・副校長会研究
協議大会（青森大会）
（10月23日～24日　ウェディングプラザ・アラ

スカ（青森市））
〔研究発表〕
『管理運営部門』
・口頭発表「探究活動による多忙化について」

岩手県立大槌高校　伊藤　晃
・紙上発表「大規模全日制、小規模定時制に勤

務して見えてきたもの～学びの変革、働き方
改革をさらに深化させるには～」

福島県立福島工業高校(定)　新妻　孝
『高校教育部門』
・口頭発表「総合的な探究の時間の現状と課題」

秋田県立秋田北鷹高校　田中英人
・紙上発表「生成ＡＩの活用について～観点別

評価に係るアンケートの結果から」
山形県立遊佐高校　近藤信司

『生徒指導部門』
・口頭発表「波を越え、未来へ漕ぎ出す～水産

高校117年目の人財育成と生徒指導の実践～」
青森県立八戸水産高校　木村文昭

・紙上発表「困り感や課題を抱える生徒への取
組～校内居場所カフェ～」

宮城県宮城広瀬高校　佐々木久晴
〔基調講演〕
「ねぶたに魅せられて～ねぶた師の一年～」

ねぶた師　立田龍宝 様

〔情報交換〕
　Ⅰ「教員全般にかかわること」
　Ⅱ「教員の勤務にかかわること」
　Ⅲ「遠隔授業にかかわること」
　Ⅳ「生成ＡＩにかかわること」
　Ⅴ「その他」

令和７年度　関東地区高等学校教頭・副校長会
研究協議会　山梨大会
(11月14日　山梨県立図書館)
〔講演〕
「次期GIGAスクール構想と教育DXの未来に向

けて」
山梨大学教育学部准教授　三井一希　様

〔研究協議〕
・「教頭の働き方改革の取組に関する考察」

　　埼玉県立上尾高校　教頭　若林　剛
・「カリキュラム・マネジメントの実際～教育

課程の改善と特色ある教育活動の推進～」
東京都立石神井高校　副校長　古川壽秀

・「学校目標の達成に向けた取組～地域と連携
したスペシャリストの育成～」
　　栃木県立佐野松桜高校　教頭　相田昌宏

・「多野藤岡地区の専門高校等による学校間連
携事業の３年間の取組」

　　群馬県立藤岡北高校　教頭　角田明子
群馬県立藤岡特別支援学校　教頭　町田隆史

群馬県立藤岡工業高校　教頭　大久保哲也
群馬県立藤岡中央高校　教頭　藤本　剛

群馬県立万場高校　教頭　桒原睦樹

令和７年度東京都立高等学校副校長研究協議会
（10月14日 国立オリンピック記念青少年総合

センター）
〔講話〕
「東京都における不登校施策について」

　　東京都教育庁指導部指導企画課　　
不登校施策担当　　

統括指導主事　古川裕平　様
指導主事　坂田匡史　様

〔研究協議〕
・第１分科会 （全日制管理運営研究）
「『東京型教育モデル』の実現に向けた副校長

のリーダーシップ」
　　東京都立千歳丘高校　藤井ゆき

・第２分科会（全日制高校教育研究）
「不登校生徒への通信教育や遠隔授業等を利用

した単位認定の制度について」
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東京都立府中高校　大西祐輔
東京都立調布南高校　山下　剛

・第３分科会（全日制生徒指導研究）
「『総合的な探究の時間』を効果的に運用する

ための組織体制」
　東京都立本所高校　竹内康憲

・第４分科会（定時制・通信制研究部）
「定時制・通信制での探究学習の現状と授業改

善へのアプローチ」
　　　東京都立農業高校（定）牛込俊裕

令和７年度北信越地区高等学校教頭・副校長会
連絡協議会
（11月13日～14日　長野ホテル犀北館）
〔研究協議Ⅰ〕
・「学校をアップデートしよう！ “F-style“が挑

んだ指導改革とグローカル人材育成」
長野県飯田風越高校 教頭 下島　斉

〔講話〕
「長野県教育の現状と課題」

長野県教育委員会事務局高校教育課長
 　　　　　　　　　栁沢忠男　様

〔講演〕
「大学教員から見た高等学校での探究の時間」

京都大学ヒト行動進化研究センター
教授・副センター長 今井啓雄 様

〔研究協議Ⅱ〕
・「探究する縣陵」

長野県松本県ケ丘高校 教頭 三木舞子

令和７年度　東海地区高等学校教頭・副校長会
連絡協議会総会及び研究協議会
（10月24日　プラザ洞津　(三重県津市)）
〔研究協議〕
・「知多半島発 新たな２校の開校に向けて」
 　～開校前年度 学校現場での奮闘記～

 愛知県立半田高校 教頭　新帶聖文
 愛知県立武豊高校 教頭　田中伸一

・「円滑な遠隔授業の実現に向けて」
三重県立伊勢高校 教頭　小川由佳

・「新しい時代に対応する可児高校の学校変革
について」

　～生徒を「主語」にする学びの実現～
岐阜県立可児高校 教頭 山田哲志

・「チーム学校としての生徒指導～外部連携の
課題と対応について～」

静岡県立裾野高校 副校長 大石友美

令和７年度全国高等学校教頭･副校長会　
近畿地区連絡協議会　京都大会　
（11月７日　からすま京都ホテル）
〔研究協議〕
・「生成AIやメタバース等を活用した生徒のア

ントレプレナーシップの醸成」
兵庫県立姫路東高校　教頭　竹原一典

兵庫県立福崎高校　教頭　鈴木健仁
兵庫県立播磨福崎高校　教頭　藤井　俊

兵庫県立太子高校　教頭　青山禎尚
兵庫県立姫路工業高校　教頭　的塲眞弓

・「教員の働き方改革～働き方を見つめなおす～」
奈良県立奈良東養護学校　教頭 山藤守代

・「地域と共に歩む農業高校」
和歌山県立紀北農芸高校　 教頭 榎戸秀雄

・「多様な課題に応える現場力の育成」
大阪府立大手前高校　 教頭 吉田憲司

・「支える・育てる・共に創る～新設開校10年
目がめざすもの・普通科高校２校の統合を経
て～」

滋賀県立長浜北高校 教頭 梅津正文
・（誌上）「丹後の府立高校の新しいカタチ～

高校生が、夢や希望に向かって学び続けられ
るように～

　　　京都府立宮津天橋高校　　
宮津学舎長　高尾幸弘

加悦谷学舎長　藤村暢彦
◎講演「教頭・副校長のウェルビーイングを考える」

　　京都光華女子大学・短期大学部
学長　高見　茂　様

第33回中国五県高等学校教頭･副校長会
研究協議会
（8月19日～20日　くにびきメッセ（松江市）
〔記念講演〕～AI時代、何が変わる？何が普

遍？～「対若手教員、対高校生共通に主体性
を育てる」

　地域･教育魅力化プラットフォーム　　
　理事･会長　水谷　智之　様

◆第1分科会(学校運営)
・研究発表Ⅰ「鳥取西高の取組～教育ＤＸの推

進と生徒の挑戦後押し～」
鳥取県立鳥取西高校　西田和弘 

・協議題提案Ⅰ「業務改善・働き方改革」
島根県立平田高校　黒﨑孝治

・研究発表Ⅱ「業務改善に向けて」
広島県呉市立呉高校　山根伸浩
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・協議題提案Ⅱ「新しい学校づくりに主体的に
取り組む組織づくり」

山口県立岩国高校　唐渡大輔
◆第2分科会(学習指導)
・研究発表Ⅰ「島根県版ＤＸハイスクールの現

在地」　　　　島根県立安来高校　清水峰子
・協議題提案Ⅰ「倉吉農業高校の地域と歩む課

題研究への取り組み」
鳥取県立倉吉農業高校　日置康文

・研究発表Ⅱ「普通科教育における認知能力と
非認知能力のバランスのよい育成」

 山口県立大津緑洋高校大津校舎　 熊野文政
・協議題提案Ⅱ「地域社会と共に歩む高校教育：

未来を拓く連携のカタチ」
岡山県立勝山高校蒜山校地　吉田裕幸

◆第3分科会(生徒指導)
・研究発表Ⅰ「米西における生徒指導の重層的

支援構造」　鳥取県立米子西高校　武田　司
・協議題提案Ⅰ「安心･安全な学校生活のために」

島根県立松江農林高校　櫻井英也
・研究発表Ⅱ「岡山県の生徒指導上の課題につ

いて～これからの生徒指導における管理職の
果たす役割～」

岡山県備前市立片上高校　福田　誠
・協議題提案Ⅱ「育てたい生徒像の実現に向け

た関係機関との連携の在り方について
　～発達支持的生徒指導としての地域学校協働

活動～」
広島県立加計高等学校芸北分校　枝長弘幸

第39回四国高等学校教頭・副校長会　研究協議会
（10月23日～24日　香川県庁ホール）
〔歓迎特別演奏〕
カンカン石の調べ～サヌカイト石琴演奏～

　臼杵美智代(サヌカイト)、長田順子(ピアノ)
〔研究発表〕
・「地域に根ざした教育実践―各学科の特性を

生かした特色ある学校運営の実践―」
　徳島県立小松島西高校 教頭 山﨑茂喜

・「地域をフィールドに『生きる力』を育むー
防災教育を通した生徒の育成―」

高知県立大方高校 教頭 下元　亨
・「地域に愛され、誇れる学校作りへの取組―

愛媛県立学校振興計画の実現に向けた、カリ
キュラムマネジメントの推進―」

　愛媛県立松山南高校(砥部分校)教頭 徳森久子

・「地域などと連携した特色ある教育活動の取
り組み～工業・水産高校統合から18年間の取
り組み～」

　　　香川県立多度津高校　　　
 教頭 中西一臣･本行圭介

・「スーパーサイエンスハイスクール(SSH)研究
開発の内容と取組」

徳島県立脇町高校 教頭 西　哲治
・「伝統校としての役割『定員割れの底力』～

王手は一手で覆す～」
高知県立高知追手前高校 教頭 杉山太夏子

・「将来の愛媛を支えるグローバル人材の育成
―本校教育の現状と課題―」

愛媛県立今治南高校 教頭 池田光男
・「芽生えた大地に100年 根づく､花咲く、地

域とともに」
香川県立笠田高校 教頭 谷本典隆

第43回九州各県高等学校教頭・副校長研修会
長崎大会
（10月2日･3日　サンプリエール長崎）
〔講演〕
「地方から世界へ。挑戦と成長の13年―ＰＨＪ

グループの軌跡―」
PINCH HITTER JAPAN株式会社

代表取締役社長　吉岡拓哉 様
〔研究発表〕
・「福岡県における広報活動の推進～効果的な

生徒募集に繋げるための広報戦略の構築を目
指して～」

福岡県立八幡高校 教頭 新澤和幸　
・「高等学校における探究的な学びの推進に

向けて～現状の整理と課題解決に向けた提言
～」　  大分県立大分工業高校 教頭 高橋泰成

・「多様な生徒に多様な学習と支援を！～本校
の生徒支援体制及び学科改編の取組～」

沖縄県立真和志高校 教頭 上原匡孝
・「離島留学制度における取組について～持続

可能な制度の改善に向けて～」
長崎県立対馬高校 教頭 細田正俊

〔各県取組報告〕
「生徒主体の学校作りと教職員の働き方改革の

推進」
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７　研究集録第 51 号編集会議
　日程：８月下旬（今後調整）
　場所：全国高等学校教頭・副校長会事務局
８　中間監査 ･ 第 2 回役員会
　日程：令和 8 年 10 月 6 日（火）16:30 より
　場所：ナーベルお茶の水２階会員集会室
９　第３回全国総務部会
　日程：令和 8 年 10 月 26 日（月）13:00 より
　場所：ナーベルお茶の水２階会員集会室
10　第３回全国理事研究協議会
　日程： 令和 8 年 11 月 30 日（月）13:00 より
　場所：アルカディア市ヶ谷

◎刊行物の電子化について

　経費節減および各県市の配布に係る負担、配
布までの時間差を解消するため、会報、全国要
覧、研究集録、調査研究集は会員への電子デー
タでの配信とします。県市教委、校長会、文科
省他関係団体、国会図書館等へは印刷物として
配布 ･ 納本する必要があるため、一部は紙媒体
での作成を継続します。

令和８年度　地区研究協議会開催日程

地区 日程 開催地
北海道 (1) 5/20,21 札幌市
北海道 (2) 11/20 札幌市
東北地区 10/29,30 福島市
関東地区 11/6 宇都宮市
東京地区 10/16 渋谷区
北信越地区 11/19,20 富山市
東海地区 10/23 名古屋市
近畿地区 11/13 神戸市
中国地区 開催なし
四国地区 10/14,15 徳島市
九州地区 11/12,13 熊本市

事務局だより
事務局長　玉井　篤

◎第１回全国総務部会

　5 月 29 日 ( 金 )13:00 よりナーベルお茶の水
２階会員集会室にて開催しました。
　主な議題は以下の通りです。
・令和 7 年度事業報告
・令和 7 年度決算報告・会計監査報告
・全国会長・会計・会計監査の推薦
・第 65 回全国大会　大会運営委員会報告
・全国大会の研究発表者と主題
・第１回全国理事研究協議会について
・第１回全国理事研究協議会に向けての事前協

議・調整の依頼について
・令和 8 年度事業計画 ( 案 )
・刊行物の電子化について
・令和 8 年度予算 ( 案 )
・令和 8 年度全国特別調査（石川県）について
・第 66 回全国大会準備委員会報告（鳥取県）
・その他
＜情報交換＞
・入学者選抜の変更（web 出願、デジタル採点、

マークシート答案、調査書項目の削減など）
・学科改編、部活動の地域展開の進捗
・ＰＴＡの加入状況（小中学校でＰＴＡの解散

が進み高校にも波及してくる）　など

◎令和８年度の会合予定

１　監査・第１回役員会
　日程：令和 8 年 5 月 8 日 ( 金 )16:30 より
　場所：ナーベルお茶の水２階会員集会室
２　第１回全国総務部会
　日程：令和 8 年 5 月 29 日 ( 金 )13:00 より
　場所：ナーベルお茶の水２階会員集会室
３　第 1 回全国理事研究協議会
　日程：令和 8 年 6 月 19 日（金）12:00 より
　場所：TKP 市ヶ谷カンファレンスセンター
４　第 2 回全国総務部会
　日程：令和 8 年 7 月 3 日（金）14:00 より
　場所：ナーベルお茶の水２階会員集会室
５　全国研究部会
　日程：令和 8 年 8 月 5 日（水）13:00 より
　場所：国立オリンピック記念青少年総合センター
　　　  センター棟研修室 404
６　第２回全国理事研究協議会
　日程：令和 8 年 8 月 5 日（水）14:30 より
　場所：国立オリンピック記念青少年総合センター
　　　  センター棟研修室 416
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